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9月8日に，2020年東京オリンピック開催が決定いたしました．前回の東

京開催は1964年でしたので，日本での夏季オリンピックは，実に56年ぶり

となります．わが国にとっては，経済効果(3～150兆円以上)はもちろんの

こと，国民に誇りと喜び，夢と感動を与えるという点での精神的効果が多大

であると考えます．すでに開催決定前の8月に公表されていた，安倍内閣の

平成26年度文部科学省概算要求では，主要事項として「スポーツ立国の実

現を目指したスポーツの振興」に490億円の予算が計上されていました．こ

の計画の中には，「スポーツアカデミー形成支援事業」(スポーツ医科学研究

の推進のための中核拠点形成など)，「メダル獲得に向けたマルチサポート戦

略事業」(トレーニング機器の開発，コンディショニング・疲労回復法の研

究開発，バイオマテリアルの開発など)が含まれています．開催が正式に決

定しましたので，今後さらに，補正予算などの大型予算が，これらの事業に

予算配分される可能性が強いと考えます．われわれ整形外科医は，スポーツ

医学に最も近い位置に立っていますので，大きな活躍の機会を得た

ジ」が掲

す．一方では，国民の整形外科医への期待が益々大きくなることが予想さ

れ，スポーツ医学のさらなる発展，2020年東京オリンピックの成功に大い

に貢献する責務があると考えます．

さて，今月号では，脊椎脊髄手術関連の論文が多く掲載されています．

「椎弓スペーサーとしての人工骨の吸収過程」，「椎間孔狭窄のMRI診断」，

「頚椎低侵襲後方固定術」，「頚椎椎弓形成術における頚半棘筋付着部の温存」

など，いずれも興味深い内容になっています．また，最新基礎科学欄では

「iPS細胞による脊髄再生治療」，症例報告では「化膿性脊椎炎の持続洗浄ド

レナー

実際の症

載されています．今月号のLECTURE欄は，特に充実して

おります． 藤啓広先生にビタミンDと転倒に関する最近のメタ解析を総

括していただき，転倒予防におけるビタミンDの重要性を改めて認識する

ことができました．また篠原仁先生には，外来診療で遭遇する可能性の高い

り，明

日

例を提示して，慢性疼痛の診察，所見，治療方針などを解説してい

ただきました．両LECTUREとも，大変読みやすい内容になってお

読くださからの診療に必ずお役に立てるものと信じております．ぜひご一

川秀樹)い． (吉

あ と が き 
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